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紫外線発がん過程における⽪膚代謝産物の役割
Research Project

Project/Area Number

10771286

Research Category

Grant-in-Aid for Encouragement of Young Scientists (A)

Allocation Type

Single-year Grants

Research Field

Biological pharmacy

Research Institution

Kanazawa University

Principal Investigator

⽯垣 靖⼈   ⾦沢⼤, 薬学部, 助⼿ (20232275)

Project Period (FY)

1998 – 1999

Project Status

Completed (Fiscal Year 1999)

Budget Amount *help

¥1,900,000 (Direct Cost: ¥1,900,000)
Fiscal Year 1999: ¥700,000 (Direct Cost: ¥700,000) 
Fiscal Year 1998: ¥1,200,000 (Direct Cost: ¥1,200,000)
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Research Abstract

ウロカニン酸(UCA)はヒスチジンが代謝されて⽣成し、⽪膚組織に特異的に蓄積している。紫外線照射は⽪膚組織内に本来trans体で存在するUCAをcis体へ異性化させるが、このcis体が
紫外線発がんを促進させると考えられている。本研究はこのUCAによる発がん促進機構の解明を⽬指して以下の研究を⾏った。はじめに本研究に必須だが市販されていないcis-UCAの精
製を⾏った。trans-UCAをDMSOに溶解させ紫外線を照射することによって異性体の混合溶液を作り、これをHPLCで分離しcis-UCAを精製した。cis-UCAの精製はHPLC、^1H-NMR、マ
ススペクトル、融点およびマウス接触過敏症の抑制効果によって確認した。cis-UCAとtrans-UCAを⽤いて、マウス紫外線発がんを抑制するナチュラルキラー(NK)活性への阻害効果を検
討した。野⽣型マウス脾臓細胞のYAC-1細胞に対するNK活性の測定を⾏った結果、cis-UCAのみにNK活性の抑制効果が認められた。この結果は紫外線発がんを抑制するNK細胞が癌細胞
を排除するために⽪膚組織に局在した場合、紫外線によって⽪膚に⽣成するcis-UCAによって活性が阻害され紫外線発がんが促進される可能性を⽰唆する。次に、cis-UCAによるNK活性
抑制効果の作⽤機構の解明を試みた。T細胞を仲介した機構が存在する可能性を検討するため、T細胞を⽋損したヌードマウス脾臓細胞を⽤いてcis-UCAによるNK活性抑制効果を検討した
が、有意な抑制効果が認められた。よって、cis-UCAによるNK活性抑制機構でのT細胞の関与は否定された。さらに、IL-10を仲介する可能性を検討するために、抗IL-10中和抗体の効果
を検討したが、IL-10の関与を⽰唆する結果は得られなかった。また、cis-UCAのNK活性抑制機構におけるヒスタミンレセプターの関与をマレイン酸クロルフェニラミンとシメチジンを⽤
い検討した。その結果、どちらを⽤いた場合もcis-UCAのNK活性抑制効果を抑えることができず、cis-UCAのNK活性抑制機構にH1、H2レセプターの関与を⽰唆する結果は得られなかっ
た。今後は、マウスでの紫外線発がんへの効果および紫外線によって誘発されるDNA損傷の修復能および突然変異誘発への効果を解析していく予定である。
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